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審  査  の  要  旨 
【批評】 
音読は幼少期に行う事で，社会で必要な表現力や読解能力を支える基礎をつくるとされ，小学校で
は読解の授業で音読が多用されている．音読指導では文章を読む際に相手が理解しやすいように読み
方を調整することが重視されている．しかし，教室環境以外で聞き手を意識した音読を継続的に行う
事は容易ではない．また，人前で音読をすることに不安を感じる児童は少なくない．不安感は児童の
音読に対する動機を下げる原因になるため，児童に音読に対する不安感を与えない環境づくりが重要
とされている． 
これらの問題を解決する方法として,本研究では子供の音読に対する動機を高め聞き手を意識した
音読を促すソーシャルロボットを提案した．評価実験では，実際に被験者にロボットに対して音読を
してもらい効果を検証した．評価実験において被験者が音読をする様子を動画に記録し，会話分析ソ
フトを用いてビデオ分析を行った．ビデオ分析では被験者の音読の発声の状態だけでなく，被験者の
音読中の行動も合わせで記述し分析した．これにより，音読中の被験者の行動と発声の状態の関係や，
時間の経過による音読状態の変化，被験者毎の音読の特徴をみることができた．またビデオ分析の結
果では，ロボットに対して音読を行った場合，ロボットを聞き手として意識しながら文章を読む行動
がみられ，声の大きさや表現が増加し，音読に対する集中度が維持できることが示された． 
今後の課題としては，子供の音読を促した要素をより細分化して調査し，設計指針として示す必要
性や，被験者を増やし長期的な調査を行うことが挙げられるが，初等教育において多く用いられる音
読学習の問題点に対し，音読を支援するロボットを実現するとともに，分析手法の提案や効果の検証
を行った点は評価できる． 
【学力の確認】 
平成３１年２月１３日、システム情報工学研究科において論文審査委員全員出席のもと、著者の論文
について説明を求め関連事項について質疑応答を行った。その結果、国立大学法人筑波大学学位規程
第２条第４項の「大学院の行なう博士論文の審査に合格し、かつ、大学院の博士課程を修了した者と
同等以上の学力を有すること」を論文審査委員全員によって確認し、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
 
